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ボーリング柱状図
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B-1（STA.No.23CL） 36° 34’ 49.0000”

140° 00’ 13.0000”

122.66 m
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栃木県真岡土木事務所 整備部整備第一課 2010-08-27 ～ 2010-08-30
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117.26 5.40 5.40

盛土(礫混
じりシル
ト)
(BS)

116.16 1.10 6.50

シルト
(M)

115.86 0.30 6.80
シルト質
砂礫
(GSM)115.56 0.30 7.10
礫混じり
粘土
(CH-G)

113.21 2.35 9.45

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)
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い

中
位
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い 軟

い

中
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[0.70]礫混じり粘土が主体である
[1.20]0～0.60m間はローム
[2.00]0.60m以深は黒ボクが主体で
，φ20～40mmの亜円礫や軽石・
腐植物が混入
[3.00]含水量は全体にやや少ない
[3.50]3.70m付近に大谷石
，4.75m付近に塩ビパイプ片混入
[4.50]4.80～5.40m間は軽石(今市軽
石)主体でロームが混入する

含水量は少なく，粘性やや小さい
有機質に富み腐植臭あり

φ20～30mm程度の円・亜円礫が
主体
礫間はシルトと粗砂にて充填
ローム質な粘土主体で
φ10～30mmの礫が混じる
φ20～40mmの円・亜円礫が主体
礫間は粘土と粒径不均一な砂にて
充填されている
礫は風化し脆く砕け易い
7.0m付近より若干の逃水あり
全体に孔壁の自立性は高い
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